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コ ｀
̶ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

- は じ め に ー

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ と い う 言 葉 が 社 会 の 中 に

定 着 し て ど の く ら い 経 つ の で し ょ う か 。 今 や 大
学 の コ ー ス の 名 称 に も 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ソ 学
科 と い う よ う な 形 で 盛 ん に 使 用 さ れ て い る よ う
で す。 若 者 好 み の 言 葉 な の か も わ か り ま せ ん 。
し か し 人 間 関 係 も 現 実 の 社 会 も 、 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 上 に 成 り 立 っ て い る こ と は い う ま で も

あ り ま せ ん 。 従 っ て 、 今 更 こ の 問 題 を 取 り 立 て
て 云 々 す る 必 要 は な い の で は な い か と い う 考 え

方 も あ り ま す 。 た だ 私 は 、 最 近 こ の 「 コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ソ 」 に つ い て 、 も う 少 し 真 剣 に 考 え て

見 て も 良 い の か な と い う こ と を 感 じ て い ま す の
で 、 貴 重 な 本 誌 に 敢 え て 駄 文 を 書 か せ て も ら う
こ と に し ま し た 。

た だ 、 私 は こ の 分 野 の 専 門 家 で も あ り ま せ ん
の で 、 的 は ず れ の と こ ろ が あ る か も 解 り ま せ ん 。

そ の 点 は ご 容 赦 願 い た い と 思 い ま す。
一 教 育 の 現 場 で ー

実 際 の 教 育 現 場 が 現 在 ど う な っ て い る か は 良
く わ か り ま せ ん 。 し か し 先 生 と 生 徒 の 関 係 を 想
像 す る と き 、 本 当 に 先 生 が 生 徒 の 気 持 ち を 十 分
組 み 入 れ た 上 で 教 育 に 当 た っ て い る の か い さ さ
か 気 に な り ま す。 先 生 が 忙 し す ぎ る 状 況 の 中 で 、
一 人 一 人 の 生 徒 と の 関 わ り を 十 分 に 持 て ず、 ま

た 、 教 壇 に 立 っ て も た だ 語 り 教 え る こ と の み に
熱 心 で 、 そ の 言 葉 が 生 徒 一 人 一 人 の 心 に ど の よ
う に 受 け 止 め ら れ て い る か 、 と い う こ と に 少 し
鈍 感 に な り が ち で は な い か と い う こ と が 心 配 で
す 。 今 の 生 徒 は ろ く ろ く 話 も 聞 か ず 質 問 も し な
い と い う こ と を 聞 き ま す か 、 話 を 聞 か せ ず 、 質
問 を さ せ な い 教 え か た に む し ろ 問 題 を 感 じ る べ
き な の で し ょ う 。 す な わ ち 教 え 方 の 中 に コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン が 欠 落 し て い る こ と に 気 づ く 必 要

が あ り ま す 。 教 師 が テ ィ ー チ ン グ ・ マ シ ー ソ に

な っ て は い け な い の で す。 教 育 と は ま さ に コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン な の で す。

一 交 渉 の 現 場 で ー

弁 護 士 を や っ て い ま す と 、 依 順 者 の 代 理 人 に
な っ て 相 手 方 当 事 者 と の 交 渉 を や る こ と が し ば
し ば あ り ま す 。 交 渉 と は こ ち ら 側 の 意 見 を 表 明
し 、 相 手 側 を 説 得 す る と い う こ と が 主 要 な 役 割
と 考 え ま す が 、 実 は 説 得 す る と い う 行 為 の 中 に

弁 護 士 内 河 恵 -

も 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 重 要 な 機 能 を 果 た す
の で す 。 す な わ ち 話 す 言 葉 の 中 に 既 に 相 手 を 受

け 入 れ る 雰 囲 気 を 持 っ て い な け れ ば な り ま せ ん 。
い く ら 多 く の 言 葉 が や り と り さ れ て も 、 一 つ ー
つ の 言 葉 が 相 手 を 拒 否 し 、 突 き 放 す も の で あ れ
ば 、 決 し て そ の 交 渉 は 成 功 し な い で し ょ う 。
「 説 得 と は 聞 く こ と で あ る 」 と 少 し 極 端 な 表 現
を 使 う こ と が あ り ま す が 、 説 得 と は 結 局 相 手 の
心 の 中 に こ ち ら の 言 い 分 を 受 け 入 れ る 体 制 を 作
り 上 げ る こ と で す か ら 、 相 手 の 気 持 ち を ま ず 珊 ｙ
解 す る こ と が 必 要 に な る わ け で す 。 ど ん な 立 派
な こ と を 話 し て も そ れ を 受 け 入 れ る 態 度 が 相 手
に な け れ ば 、 正 に 、 岩 の 上 に 種 を 蒔 く よ う な も
の で す。 相 手 の 心 の 中 に 豊 か な 土 壌 を 耕 す こ と 、
こ れ が 話 を 聞 く こ と で あ り 、 そ の 作 業 が コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン だ と 思 っ て い ま す。

、 一 相 談 の 現 場 で ー

い の ち の 電 話 の 相 談 の よ う に 、 相 手 の 顔 を 見

な い で 相 談 に 乗 る こ と は 、 よ り 困 難 が 伴 い ま す。
人 の 気 持 ち は 、 意 識 す る と 否 と に 拘 わ ら ず 、 相
手 の 態 度 、 顔 つ き 、 目 の 様 子 な ど で 総 合 的 に 判
断 、 理 解 を し て い る わ け で す 。 そ の 顔 、 態 度 が
わ か ら な い と き は 正 に お 互 い の 言 葉 だ け で 、 理
解 し 合 わ な け れ ば な り ま せ ん 。 聞 き 方 す な わ ち
相 づ ち の 入 れ 方 、 応 答 の 仕 方 で 相 手 の 気 持 ち は
随 分 違 っ て く る も の で す 。 間 違 い な く 聞 き 方 の
中 に も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必 要 に な る 所 以 で
す。 顔 は わ か ら な い け れ ど も 安 心 し て 相 談 に 尹 ～ ｙ
れ る 雰 囲 気 （ コ ミ ュ こ ケ ー シ ョ ソ ） を ど の よ う
に 作 り 出 す か が 課 題 で す。

一 職 場 で ー

人 と 人 と の 関 係 に は 常 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
が 必 要 で す 。 そ こ で 最 も 卑 近 な 職 場 で は ど う で
し ょ う か 。 こ こ で は 直 ち に 人 間 と 人 間 の 関 わ り
が 求 め ら れ ま す 。 最 も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必

要 な 場 面 で す 。 言 い た い こ と を 自 由 に 言 え る 環
境 、 言 い た い こ と を 自 由 に 言 わ せ る 雰 囲 気 、 そ
り し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で 新 し い アイ ディ
ア が 生 ま れ 、 働 く 意 欲 が 創 出 さ れ る の で す 。 こ
の た め に は 、 上 に 立 つ 者 の 一 歩 下 が っ た 謙 虚 さ
が 必 要 に な る の で す 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と は

単 な る 技 術 で は な く 、 そ こ に 人 間 関 係 の 在 り 方
を 求 め て い る の で す 。 （ 本 協 会 監 事 ）
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「・・・私は不器用だし不細工だし何も取り

柄がないんです。世界一不幸な人間だと思いま
す・・」こんな訴えをしてくる人に対して何と
答えたらよいのだろうか。もちろん状況によっ
て異なってくるのは当然のことなのだが、心理

療法・カウソセリングの場面では、こちらの個
人的な思いや価値観はいったん脇へおいて、ま
ずは相手の気持ちや考えに焦点を当てるのが基

本である。
「ご自分の良いところが見つからない

感じなんですね」「何も取り柄がなく不
幸だと思うんですね」などなど、時には

ｒ 相 手 の 言 葉 そ の ま ま を 返 す。 そ うす る こ（ と に よ っ て 悩 み を 抱 え た 人 が 、 自 分 の 心

の中で起きていることに集中していきや
すく自己理解が深まること、同時に『あ
なだの言葉をこんな風に聴き取りました
よ』という確認の意味にもなり相互理解
へとつながるととを目指している。

しかし、実際の応答には無数のバリエー
ジョソがあり、これが唯一の正解という

ものはない。たとえば・・・・・
「そんなことない！」「何をバカなこ

と言ってるの！」「もっと自信をもって！」
などと励ますのは、往々にして聴き手側ｆ ４ １
の『良い人』幻想を反映している可能性

あり、下手をすると話し手の意に添わぬ
‥善意の押し売りになりかねない。今ここ

（［で訴えたい気持ちというものをシャット

アウトしてしまうことになる。したがっ
て通常は要注意発言なのだが、思わずぶ

森
田
美
弥
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つけてしまったホソネが互いの心に響き合い、

予想外の展開となって感動することもある。
「何故そう思うのですか？」と問い返すのは、

頻繁にやると話し手を追い詰めてしまう。『普
通の人とは違う、誤った考えなのか』と不安を

抱かせる場合すらある。でも、妙にわかったふ
りをするよりも、わからないことは素朴に率直
に問いかけたい。わからなければ共感は成り立
たない。
「そこまで思いつめていたんですか」という

よ う な 驚 き の 表 明 や 「 さ ぞ か し 辛 い で し ょ う 」

と い う 感 情 移 入 は 、 ‥ 共 感 し 理 解 し よ う と す る 言

葉 が け な の だ が 、 気 づ か ぬ う ち に 同 情 や 憐 れ み

のニュアンスが混。火〕し：ているならぱ百害あって
一 理 な し 。 最 初 に 書 い た 「 ～ な ん で す ね 」 と い

う 基 本 形 も 機 械 的 に 繰 り 返 す だ け 懲 ぱ 、 Ｊ む し ろ

突 き 放 さ れ た 感 じ を 与 え る 。
｜ Ｉ Ｉ １ ￥ ・ ｒ
「 世 の 中 に 完 璧 な 人 間 な ん て い な い ぱ ず 」 と

説 教 を た れ た り 、 「 世 界 一 不 幸 と 言 う け ど 地 球

応
答
あ
Ｉ
れ
こ
れ

上すべての人に確かめたわけ？」と

屁理屈をこねてみるのはどうだろう
か。大真面目な顔で言うのはあまり
いただけないが、ユーモアに満ちた

語りという文脈でなら、あり得る発

言。緊張感を和らげ発想の転換をす
るゆとりを生むかもしれない。

例をあげていくとキリがなさそう
だ。いくつかの応答の言葉について、
それぞれのプラス面とマイナズ面を
考えてみたが、どちらの方向に傾く
かはその時々の二人の関係性に影響
されている。また、言葉というのは

本当に難しい（けれど面白い）もの
で、同じ言葉が人によって微妙に異

なった意味をもっている。時には大
幅にずれていることもある。たぶん

重要なのは言葉にこめられた気持ち
の部分であるに違いない。そう思っ

てはいても、ついつい結果として出
てきた言葉に惑わされるのが世の常、

人の常。
相手が訴えたいことは何だろう、と思いなが
らひたすら聴き、言葉を返す。判断がつかない
時はニュートラルな基本形の応答に戻ることに
している。そして後で自分自身にも目を向けて
みる。私が伝えたかったのぱ何なのか、実際に
伝わったのは何か。正解に行き着くことはなく
ても、感じとる努力をし統けることも仕事のう
ち、と考えている。

訓練スタッフ
（名古屋大学教育発達科学研究科教授）
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偉会を始めました。

○ 全 国 電 話 相 談 研 究 集 会

〃

と 相 談 員 （ 受 け て ） の 間 に あ る ニーズ と 応 答 の ず

れのなかに生ずる問題を実際的に解明すること。｀

二つはマクロの立場から、各々の電話相談の機能・

役 割 を 社 会 的 な 視 野 か ら と り あ げ、 そ の 問 題 点 や

ネットワーク上の困難点を話しあうことである」

大 会 で は 、 基 調 講 演 と して 名 古 屋 大 学 教 育 学 部

長 （ 当 時 ） 堀 内 守 教 授 が 「 で ん わ 」 め 光 と 陰 の 演

題 で 講 演 を し ま し た 。 さ ら に 、 シ ン ポ ジ ウム で は

「 電 話 相 談 へ の 期 待 と 社 会 的 責 任 」 の テ ーマ で 話

し 合 い が 持 た れ ま し た 。 こ の テ ーマ を 設 定 し た の

はヽさまざまな電話相談が開設されている時代に・ｓ、５

電 話 相 談 の 匿 名 性 だ け が 一 人 歩 き し 、 社 会 的 責 任

が な お ざ り に さ れ る 危 惧 が あ っ た か らで し た 。 名

古 屋 大 会 で は そ う い っ た 問 題 点 に 対 して、 多 少 は
ｉ 。 １ ●

迫 れ た の で は な い か と 自 負 して い ま す。ゝ ● Ｉ Ｉ Ｉ - ｜

電 話 相 談 の 全 国 大 会 を 機 会 に 、 電 話 相 談 研 究 会

は名称を「愛知電話相談ネットワーク」と改め、

「 ね っ と わ ー く 」 と い う 手 作 り の ニュ ース レ タ ー

を 隔 月 で 発 行 す る こ と に し ま し た 。 そ の ニュ ース

∧レターも、間もなく５０号になろうとしています。

○ 地 域 に お け る 電 話 相 談 活 動 の 実 態 調 査

１９９３年、安田生命社会事業団から５０万円の研究

助成を受け「東海３県の電話相談活勁調査」を行４’ｌｉ

い ま し た 。 こ の 研 究 は 、 東 海 ３ 県 の 電 話 相 談 機 関

があると思われる８００以上の公共団体や機関に調

査を依頼し、１６９の電話相談機関から回答を得ま

した。

こ の 調 査 で 明 ら か に な っ た こ と は 、 次 の よ う な

ことでした。

①１９８０年代に公的な電話相談が急増したが、休日

や夜間は行われていない。

① 子 育 て や 教 育 相 談 を 標 榜 し た 機 関 が 多 い が 、 そ

の 相 談 件 数 は 減 少 傾 向 に あ る 。 ま た 、 こ れ ら の

電話相談機関で働く相談員の半数以上が６０歳を

- ４ -

電 話 相 談 機 関 の ； １ ； 、 ッ ト ワ ー ク づ く り

一 愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー ク の あ ゆ み か ら ー

○ ネ ッ ト ワ ー ク の 始 ま り

愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー ク の 前 進 で あ る 「 愛 知

電話相談研究会」が始まったのは、１９９０年のｊ臥々

し た 。 そ の ど ろ 、 名 古 屋 い の ち め 電 話 を 中 心 と し

て、 愛 知 県 内 に あ る 電 話 相 談 機 関 の 連 携 の 必 要 性

フうｓ叫ばれ、かく電話相談機関でも電話相談員り研

修 や 電 話 相 談 に つ いて 学 び あ い た い と い う 意 欲 が㎜ ｜ Ｊ ｔ ｌ １
●

高 ま り つ つ あ り ま し た 。 丿

名古屋いめちの電話の有志の呼びかけによ・９す

愛知電話相談研究会がＩ始まりました。最初は、数

カ 所 の 電 話 相 談 機 関 か ら 個 人 の 資 格 で 参 加 し 、 電

話 相 談 の さ ま ざ ま な 問 題 に つ いて の 情 報 交 換 を し

ていました。

１年ほど経過したころ、１９９２年に愛知で全国電

話 相 談 研 究 集 会 を 開 催 す る 要 請 を 受 け ま し た 。 長 ∧ ト

岡利貞氏を代表として、全国電話相談研究集会準

大 会 の 準 備 は 順 調 に 進 み 、 集 会 当 日 は 全 国 か ら

４００人近い参加者がありました。

こ の 大 会 の 主 題 は 「 電 話 相 談 へ の 期 待 と 社 会 的

責 任 」 で し た 。 名 古 屋 大 会 の め ざ す も の の な かで

次 の よ う に 述 べ ら れ て い ま す 。 「 こ こ に 掲 げ た

『期待』と『責任』は二つの内容を含む。一つは

ミクロ的視点であって、電話の利用者（かけ手）



超えている。

③ 相 談 員 養 成 研 修 と 現 在 相 談 員 の 研 修 に つ いて、

双方ともにほとんど行われていない。

④ 電 話 相 談 の コ ス ト を 計 算 す る と 、 電 話 相 談 １ 件

あ た り １ 万 円 以 上 と な る 公 的 電 話 相 談 機 関 も み

られる。

さらに１９９５年には、椙山女学園大学からの研究

助 成 を 得 て、 「 東 海 ３ 県 の 電 話 相 談 員 に 対 す る 実

態 鯛 査 」 を 行 い 、 分 析 して 報 告 し ま し た 。 こ の 調

査 に よ って 明 ら か に な っ た こ と は 、 次 の よ う な こ

とでした。

①電話相談員の７０％近くが５０歳以上で占められて

いる。

①電話相談経験年数３年未満が５５％を占めている。

③ 自 分 の か か わ って い る 電 話 相 談 の 満 足 度 に つ い

て５０％の人が「普通」と回答している。

④ボランティア相談員の場合、８０％以上の人が家

族の協力を得て活動している。

○ 例 会 で の 話 し 合 い

毎 年 １ 月 か ら 始 ま り 、 奇 数 月 に 例 会 を 開 催 して

研 究 を 行 って い ま す。 こ れ ま で の 主 な テ ーマ を ま

と めて み る と 、 電 話 相 談 の シス テム ・ 電 話 相 談 員

ｍ の 研 修 ・ 電 話 相 談 の 内 容 ・ フ リ ー ダ イ ヤ ル 化 の 功
罪・ナンバーディスプレイの導入問題（：ＮＴＴと

の 交 渉 も 含 めて ） ・ エイ ズ 電 話 相 談 ・ 阪 神 大 震 災

と 電 話 相 談 ・ 若 者 と 電 話 相 談 ・ 無 言 電 話 ・ 電 話 相

談 の 匿 名 性 ・ 地 域 で の 電 話 相 談 ・ 継 統 の 利 用 者 の

問 題 ・ 親 か ら の 電 話 相 談 ・ 妄 想 と 作 話 ・ 相 談 員 へ

の 攻 撃 ・ 福 祉 に か か わ る 電 話 相 談 ・ 性 の 電 話 ・ 子

ど も の 虐 待 と 電 話 相 談 ・ い じ め と 電 話 相 談 ・ 危 機

介 入 の 手 法 ・ 電 話 相 談 と ネ ッ ト ワ ー ク ・ 電 話 相 談

と プ ラ イバ シ ー ・ ク リ ニ ッ ク と 電 話 ・ 犯 罪 被 害 者

と 電 話 相 談 ・ 電 話 相 談 と 社 会 資 源 ・ 苦 情 電 話 へ の

対 応 ・ 電 話 相 談 の 受 付 時 間 ・ 電 話 相 談 と 声 な ど で

- ５ -

し た ６ １

○ セ ミ ナ ー と ワ ー ク シ ョ ッ プ

地 域 に お け る 電 話 相 談 活 動 の レ ベ ルア ップ を は

か る た め に 、 第 ５ 回 全 国 電 話 相 談 研 究 集 会 の 開 催

を は じ め 、 セ ミ ナ ー や ワ ー ク シ ョ ップ を 開 催 して

います。

ワ ー ク シ ョ ッ ブ で は 、 精 神 科 医 や 精 神 保 健 福 祉

セ ン タ ー の 関 係 者 に 講 師 と して 来 で い た だ き 、 心

の 病 の 理 解 ・ パ ー ソ ナ リ テ ィ の 問 題 ・ 治 療 中 の 人

へ の 対 応 ・ 電 話 相 談 の 相 互 連 携 な ど に つ いて 学 ん

でいただきました。

電 話 相 談 入 門 セ ミ ナ ー で は 、 電 話 相 談 と は ・ 電

話 相 談 の 技 法 ・ 危 機 介 入 の 理 論 と 対 応 ・ 電 話 相 談

Ｑ ＆ Ａ な ど に つ いて 企 画 し ま し た 。 い ず れ も 定 員

一杯の参加者でした。

○ ニ ュ ー ス レ タ ー

隔 月 で Ｂ ４ 版 ８ ペー ジ の ニュ ース レ タ ー を ’ 発 行

して、 関 係 機 関 に 発 送 して い ま す。 こ の ニュ ース

レ タ ー の 内 容 と して、 例 会 で 話 し 合 っ た 内 容 、 電

話 相 談 の ト ピッ ク、 新 聞 や 雑 誌 か ら の 電 話 関 連 情

報 、 関 係 書 籍 の 紹 介 、 関 係 学 会 や 研 究 会 の 案 内 な

どです。ニュースレターも現在では４６号を数えて

おり、発行部数は３５０部程度です。

（ 文 責 ： 愛 知 電 話 相 談 ネ ッ ト ワ ー ク 兼 田 智 彦 ）

連絡先：〒４６１-８６９１

名古屋東郵便局私書箱２５７

愛 知 い の ち の 電 話 協 会 内

（日本電話相談学会ニュースレター「Ｃａ１１」より

一 部 転 載 ） し



ご援助ありがとうございます
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と も って いってはもらえない６赤い警告マークをはられた袋は置いていＩかれる。ごみが持ち主のところ
へ 歩 いて 帰 れ る わ け は な い 。 い っ た い 誰 ？ と 思 う が 収 集 場 所 に は り つ いて い る ほ ど エ ネ ル ギ ー も な く 、

ひっきょう次の収集日まで私の預かりとなる。・ Ｉ Ｌ ’
あ る 朝 、 たまたま門扉の前を掃除していたところブレーキめ音はなやかに美しいご婦人が降りてきた。

手 に は バ ッ グ の 代 わ り に 大 き な 袋 。 通 勤 途 上 の お み や げ だ 。 驚 いて い る 私 の 前 か ら あ っ と い う 間 に 車 は
走 り 去 る 。 ご 近 所 の 方 で は な い 。 も ち ろ ん 指 定 袋 で も な い 。 あ ー こ れ も ま た 残 さ れ る 。 最 近 、 収 集 車 が
来 る や い な や 家 人 が 三 種 の 神 器 を 持 って 出 て ゆ く 。 「 優 し い ご 主 人 様 で す ね え 」 。 冗 談 で は な い 。 こ の
暑さの中私の不平を聞くのが嫌なのである。他所にごみを股くＩ理由はいろいろあるのでしょう。でもそ
のごみ、いったい誰が作ったの？子供達に言いませんでしたか？「おかたずけぱきちんとしなさい」と。
先 日 、 地 下 鉄 の 、 と あ る 駅 の ホ ーム の ご み 箱 を み て こ こ で も か ー と 少 々 悲 し く な っ た 。 空 き 缶 、 空 き

瓶 、 そ の 他 と 三 つ あ っ た の だ が 、 そ の 他 の ふ た に 張 り 紙 が あ り 、 曰 く 「 こ こ に 家 庭 め ご み を 入 れ な いで
く だ さ い 」 あ ー あ 。 （ Ｉ ． Ｔ ）

昭 二

寿 美 子

英
満

日本基督教団鳴海教会婦人会

名 古 屋 市 で ご み の 分 別 収 集 が 始 ま っ た 。 細 か い 仕 分 け に 「 之 一 い め ん ど う 」 と 指 定 の
袋 に な に も か も つ め こ んで、 隣 の 市 ヘブ レ ゼ ソ ト す る 輩 も 現 れて 近 隣 の 市 は そ の 対 応 に 頭
を悩ませているとか。

我 が 家 の 隣 に も 収 集 場 所 が あ る 。 名 古 屋 市 で は な い が 、 こ ち ら も 指 定 の 袋 に 入 れて な い
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社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 長 岡 利 貞
財 務 委 員 会

２０００年５月１日より９月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。二同深く感謝いたしますと共
にご報告申しあげます。（順不同ｉ敬称略）ン

なお、上配期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。
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専 念 寺 日 本 基 督 教 団 春 日 井 教 会 婦 人 会
聖 園 天 使 園 薬 師 寺 柿 本 大 真

年 末 ・ ク リ ス マ ス 特 別 寄 付 の お 願 い

本年も間もな＜、年末・クリスマスの季節を迎えよう
としています。例年この季節に、特に「いのちの電話」
の活動のために、特別寄付金を募っております。
今年もよろしくご協力をお願い致します。

送金先郵便振替□座００８１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

名 義 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会

- ７ -



名古屋いのちの電話開局１５周年記念講演会

今 な ぜ ボ ラ ン テ て
国連ボランティア大使中
２０００年１１月１１日（土）午後１時３０分

ト名古屋中央教。会２階礼拝堂
中田氏は、カンボ：
動中にいのちをな・
志を活か・
符を打ち，

員ど
た

一

-

大
作
｛
『
心
に
い
・
卜

ランティア活
息犀仁氏の意

＜、商社マン口）生活に終止
ら 国 際 平 和 の た め の ホ ラ ン
世 界 を 飛 び 回 っ て お ら れ ま
田氏の提Ｕ昌で、国５吏は２００１

年をヅ「ボランティア国際年」に制定した。

参加費５００円当日会場で申し受けます

愛知いのちの電話協会日誌

４月２日
る 会

４月２６日

５月９日
１２日

６月２１日
７月１日

１９日
２８日

８月２日
４日
２８日

９月６日
１８日
２２日

２５日
２８日

１０月５日
ｎ日

１７日
２３日
２４日

匹Ｃ●９しヤー・-・

名 古 屋 い の ち の 電 話

チ ャ リ テ ィ ー フ リ ー マ Ｔ ケ ッ ト や
ｈ《……東ｇりｐ完、１］・Ｉ．゙ｔｌ％Ｉ％ｊ` ’｜１．-゛≒。・１。ぶ・。；’Ｊ。｀Ｉ丿β仏Ｉ●〃「ＩＩ
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２０００年ｎ月１日発行
発 行 人 長 岡 利 貞
編 集 人 広 報 委 員 会

２０００年晩秋

２０００年１１月１９日（
１ 東 別 院 本 堂 前

’ Ｗ ％ ♂

（ 中 区 ｀ 橘 町 ’ ）

前 回 も ご 参 加 頂 き 有 難 う ご ざ い ま し た 。 ご 好 評 に 応
え ま し て 、 本 年 も 以 下 の よ う に 開 催 致 し ま す 。 ぜ ひ
ーやら４、ｎ-Ｔ-ぶｌ、・［、⑤≒皿卜………］-；。。；ご参加下さい。
○ 手 持 ち 出 店 ・ 車 出 店 （ 倍 男 １ 叱 な り ま す ）

／ ふ 昌 皿 皿 - 皿 Ｆ - ’ ‰ - - ． ． ， ご ． ？ ／ 二 八 Ａ 二 ｎ 勿
（一般２，０而円ム辱づ＜ｌｊ ３，０００円
プロ５、０００円、駐車場代５００円）

○先着順に申込を受け付けています。ハガ牛にて。
○出店料は全額「いのちの電話」の賛助資金として
寄付されます。

○お申込、お問い合せは下記事務局へ。
- - - ・ - - ・ ・ - - - ・ ・

・- -・- -・・ｊ頚り会員を募集してぃま舒- -・-
～々～Ｑｗ６ミ々～０～ｏ-Ｑ一心⇔⇔φ心φ-←Ｑ-Ｑ～

ご協力をお願いします

｜いつも資金ボランティアとして会費やご寄付をい
ただき有難うございます。心から御礼中し上げます。

｜会貝の皆様の倍旧のご支援と共に、会員増加の運、勁にもお力を添えて下さいますようお願いします。
社会福祉法人として寄付金の税法上優遇措置か受

けられます。
誠に失礼ですか振込票を同封させていただきます。
ご利用くだされば幸いです。
巾法人会費年問５万円・１０万円・２０万円
（２）賛助会員（年間１口）

ＩＡ１０、０００円Ｂ５、０００円ｃ３、０００円（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏期・年末寄付
｜コ座名社会福祉法人愛知いのちの電話協会
口座番号東海銀行大津町支店（普）４７７０２９
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
お問い合わせは…

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

｜ 名 古 屋 ぃ の ち の事務局豊９７１-５１８１

私書箱第２５７
郵便振替口座００８１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）４７７０２９

心

木本さん（前事務局長）に感謝す

総務委員会
１２期相談只管成講座開誰
理．事会・評議員会
総務委員会
フォーラム
総務委員会
訓練委員会
ＬＬリニューアル２１会議
財務委貝会
稚務委員会
ＬＬリニューアル２１会議
総務委只会
日本連盟事務局会議（大阪）
訓練委員会
三委員長会
評議員会ＬＬリュューアル２１会議
財務委員会
ＬＬリニューアル２１会議
理事会
総務委員会

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-８６９１名古屋東郵便局
事務局咩０５２-９７１-５１８１
相談電話霖０５２-９７１-４３４３
携帯相談電話Ｋｒｒドコモ東海「＃９５５６」

- ８ -


